
令和７年度 第１回八尾市芸術文化振興審議会ワーキング部会 

 

日 時：令和７年11月20日（木） 午後７時～午後８時 

開 催 場 所：八尾市商工会議所会館３階 多目的室 

委 員：平井委員、梅田委員、大平委員、角倉委員、森本委員、山本義則委員 

【オンライン参加】髙安委員、村井委員、吉波委員 

事 務 局：杉島、古川、松村、渡辺（文化・スポーツ振興課） 

八尾市文化振興事業団：井上さん、田中さん 

傍 聴 者：０名 

 

事務局より配付資料の確認。 

・次第 

・資料１  八尾市芸術文化振興審議会規則 

・資料２-１ 会議の公開に関する指針 

・資料２-２ 八尾市情報公開条例（抜粋） 

・資料３  他の芸術祭の組織体制等 

・資料４  八尾市芸術文化振興審議会委員の言葉 

・資料５  やおうえるかむコモンズ推進会議 会長・副会長の言葉 

【その他】 

・八尾市芸術文化振興審議会委員・臨時委員名簿 

・委嘱状 
 

１．開 会 

 

２．委員委嘱 

出席委員に委嘱状を交付したあと、委員の任期（令和８年３月 31日まで）

について事務局より説明した。 

 

３．部会に属すべき委員及び臨時委員の指名 

   部会長の指名 

資料１の八尾市芸術文化振興審議会規則第８条第１項において、「審議会

は、必要があると認めるときは、審議会にワーキング部会（以下「部会」とい

う。）を置くことができる。」となっている。先日開催した八尾市芸術文化振興

審議会において、令和 10年度の開催をめざす芸術祭に向けたロードマップの

作成のため、八尾市芸術文化振興審議会にワーキング部会を設置し、臨時委員

を委嘱する旨提案し、審議会委員の了承を得た。 

また、第２項において、「部会に属すべき委員及び臨時委員は、会長が指名す

る。」、第３項において、「部会に部会長を置き、会長が部会の委員の中から指名

する。」との規定に基づき、審議会の藤野会長から、部会に属すべき委員及び臨

時委員の指名、並びに、部会長の指名について、事前にご意見を伺っている。 

 藤野会長からは、「臨時委員のメンバーは、これまでもコモンズ推進会議の

会場リーダーとして活躍してきた実績が豊富であり、芸術文化の分野や職種の



面でもバランスよく選定されているので、さらなる活躍が期待される。 

 また会長には、全体を統括する人間力と情熱が不可欠であるが、萩原氏は、

これらの点で最も適任であることから、会長として指名する。」と伺ってお

り、部会に属すべき委員及び臨時委員については、お配りしている名簿のとお

りとし、部会長には萩原氏に就任いただくこととする。 

 

次に、事務局より、会議の定足数の確認及び資料２－１、２－２に基づき、会

議の公開、傍聴について説明した。 

・出席委員は９名であり、定足数を満たしている。 

・会議の公開に関する指針３、４により、審議会等の会議は原則公開。 

・会議録の各発言に対する委員の氏名は、その他の委員の皆様についてはアルフ

ァベットでＡ委員、Ｂ委員等とし、内容は概要とする。 

 

４．案 件 

（仮称）八尾まちかど国際芸術祭のロードマップ作成について 

事務局 

今回、ワーキング部会を設置することになった目的は、令和 10年度の開催を

めざす（仮称）八尾まちかど国際芸術祭の実施に向けたロードマップを作成する

ことである。 

来年３月までにロードマップを作成し、審議会に提出する必要があるので、皆

様のご協力をお願いする。 

資料として３つ用意しており、資料３は八尾市の参考になると思われる芸術

祭（下町芸術祭、くどやま芸術祭、糸島芸農、ベップ・アート・マンス）につい

て概要をまとめたものだ。また、資料３の裏には、これらの芸術祭とは全然規模

が違う芸術祭を参考程度に載せている。 

資料４については、11 月６日に芸術文化振興審議会を開催し、その中で藤野

会長や木ノ下副会長、各委員の皆さんに、芸術祭についてのご意見をいただき、

それらをまとめたものである。 

資料５は、やおうえるかむコモンズ推進会議の会長と副会長の言葉というこ

とで、萩原会長から先日、グループラインに上げられていたメッセージがあった

と思うが、萩原会長と髙安副会長、徳副会長、平井副会長のご意見をまとめたも

のである。 

こういった資料を見ていただきながら、八尾市で芸術祭をやるとなった時に

どんな方向性でやっていくのか、皆さんで話し合う場が今までなかったと思う

ので、ぜひ皆さんのご意見をお伺いしたいと思う。自由にいろんなアイデアを話

す場になればいいと思う。なお、次第には、事務局として議論していく必要があ

ると考えている項目（組織体制、テーマ等）を挙げている。 

Ａ委員 

 規模としてはどれくらいを想定しているか。 



事務局 

 それもまだ決まっていない。規模の参考になるのが資料３で、下町芸術祭で

あれば、数百万円から、文化庁等の助成金を取れた場合は１千万円規模になる

こともある。 

くどやま芸術祭は、九度山町まちなか活性化協議会が主催であり、この組織

は任意団体で、事務局は九度山町の産業振興課が担っている。電話で聞いてみ

たところ、任意団体にした一番大きな理由はお金の出し入れに融通が利くこと

だと言っていた。市の組織だと、なかなか自由にお金が使えないところがある

ので、こういう形にするとのことだ。 

共催としては南海電気鉄道株式会社が入っているが、九度山町が南海沿線に

あるので、広報面での協力をしてもらっており、今年は、難波駅でくどやま芸

術祭のＰＲ動画を流してもらっていたらしい。 

予算規模としては、九度山町から補助金を支払っており、ほぼそれで賄って

いる。２ヵ年で１千万円ちょっとだそうだ。この芸術祭は２年に１回実施して

いる芸術祭で、準備に１年、実施に１年という形で、その２ヵ年の合計が大体

１千万円ぐらいかけてやっている。そのうち、招待作家への謝礼と広報宣伝費

が予算の大半を占めるという話をされていた。 

次の糸島芸農は福岡県糸島市の芸術祭だが、アートコーディネーター養成講

座の講師に来ていただいた大澤寅雄さんが関わっておられ、予算規模は数十万

円である。日本で一番小さな芸術祭というようなことをおっしゃっていた。そ

れでも国際芸術祭というような内容で実施されており、今回で７回目というこ

とで、自主自立の芸術祭として大きな助成金に頼ることなく続けている。この

ような芸術祭もあるということだ。 

Ｂ委員 

 私がとにかく話したほうがいいと思うのは、国際と付けるかどうかを決める

ことだ。国際の話が出たのはもう２年位前だが、そこから状況が進んでいるかと

いうと、八尾には海外の人もたくさんいるが、そこにアクセスできる人材も限ら

れている中で、本当に国際色を豊かにするのかどうかという点だけは、決めない

とまずいという思いがある。 

予算規模や内容はどうにでもなるのかなと思うところがあり、大澤寅雄さん

の糸島芸農も、厳密な定義で言うと芸術祭に当てはまるかはともかくとして、大

澤さん自身がこれは芸術祭だというポジションをとって力強く走っているから、

糸島芸農は芸術祭たり得ている。 

本当に国際と付けるのなら、全員が腹の底から国際芸術祭だと言い切らない

と、よくわからないイベントになると思う。なぜかというと、準備の段階からみ

んなのスタンスが乱れてしまうから。 

なので、最初に議論すべきは、本当に八尾にいるベトナムの人や韓国の人を巻

き込みたいと思っているのかどうか。本当に巻き込むなら、真剣に巻き込むべき

だし、国際と付いているから何となく誘おうかでは、野遊祭と何が違うのかとい

う話になる。国際色を豊かにしたいと思っているのかどうかというところから

みんなの思いはどうなのか。国際という言葉の持つ魔力に惑わされているのか

どうか。 



逆に言うと、腹決めして、国際と言い切れるようになると、予算や内容につい

ての話はそんなに大きな障がいにはならないと思う。また逆に、腹の底から八尾

を打ち出すのであれば、それはそれですごくいいと思う。そうすると、大阪市や

奈良、京都に住んでいる方に刺さるものになってくると思う。 

事務局 

 国際と最初に言ったがために、国際という言葉にすごく引っ張られてしまっ

ているところが正直あると思っており、事務局としては国際と付けるかどうか

ということよりも、どんな芸術祭にしたいのかというところを整理したい。 

木ノ下副会長の「八尾市で行う芸術祭が、どこでもやっているようなものでは

しょうがなくて、後発の芸術祭であったときに、その地の利であるとか、そこの

町の特徴を舞台にすることが大切だ。」という言葉の通り、八尾でやるべき芸術

祭とはなんなのか、八尾の特徴を生かした芸術祭とは何なのかを、まずはみんな

で話し合いたい。 

八尾の特徴の一つとして、外国人が多く住んでいるので、それをどう生かすか

という要素ももちろんあると思うが、八尾でどんな芸術祭をやれば、みんながや

りたいと思うのか、盛り上がるのか、一つになれるのか、ということを話さない

まま、国際をどうするかを話すのは違うのではないかと思う。 

文化振興事業団 

 話をするにあたっては、やおうえるかむコモンズの最初の目標として芸術祭

をやろうという話が、そもそもどんな経緯で生まれたのかというところもある

と思う。今やっているまちかどライブクリエイションの集大成であれば、いわゆ

る国際芸術祭ではなく、ベップ・アート・マンスに近い形になると思う。2028年

に芸術祭をやろうと言った当時の会議体にいた人たちで決まった経緯、背景が

わかると考えやすいと思う。 

事務局 

 計画の目標は八尾で芸術祭をやるということなので、そこに「国際」は入って

いなかった。計画に記載されている（仮称）やお芸術文化フェスティバルという

名前がダサいから変えようという発案から、その当時の推進会議のメンバーで

話をした。その中で、国際芸術祭という案も出てきて、盛り上がったというのは

覚えている。 

Ｂ委員 

 補足すると、みんなで名前の案を出し合い、「YAODINATE（ヤオディナイト）」

というのが決まった。その時にこれではわかりにくいから、八尾国際芸術祭と付

けようかという議論があった。 

Ｃ委員 

 当時、私はその会議に出ていた。推進会議メンバーが 30～40人くらいが集ま



って、みんなでグループワークをした。2028 年に向けた目標になる名前を決め

よう、もっと面白く大きくという盛り上がりの中で名前が決まった。 

第一回まちかどライブクリエイションが開催される前の話し合いでもあった

し、あの時集まっていた人が何人いるか分からないが、今ここにいるメンバーは、

実際に事業を開催してきた人たちだから、改めて話し合ったほうがいいだろう。 

事務局 

 だいぶメンバーが変わっているので、その当時の議論に引っ張られる必要は

ないのではないかと思う。今のメンバーで話をしたほうが、現実として話が進む

と思う。 

文化振興事業団 

 どういう要素をとれば八尾らしくなるか、八尾らしさとは何か、キーワード出

しをすると、方向性が見えるのではないかと思う。 

 アーティストがプリズムホールに来ておっしゃるのは、八尾のお客さんはす

ごく温かいと言ってくれる。先日、文学座のお芝居をやったが、東京と全然受け

が違うそうだ。大阪はお客さんが好意的で、すごく楽しかったと言っていた。こ

れは、文学座の人だけが言っているわけではなく、いろんなアーティストが同じ

ようなことを言われて帰って行かれる。そういう雰囲気や空気感も含めて、八尾

らしさとは何なのか、皆さんが感じていることを集めてみてはどうだろうか。 

Ｄ委員 

 今日は、せっかくなのでみんな思っていることを言い合おうという日なのか、

国際を付けるかどうかに絞って議論を深めていくのか、どういう位置づけか。 

事務局 

 第１回目なので、国際をどうするかというのは予定になかった。八尾らしい芸

術祭とは何かというところを、みんなで話し合うことが必要だと思っていた。 

文化振興事業団 

 今日は結論を出すということではないという共通認識でよいか。 

事務局 

 それでいいと思う。あと、組織体制については、先ほど話したように、実行委

員会（任意団体）を立ち上げるというところは確定だと思っている。 

文化振興事業団 

 実務的な話だが、くどやま芸術祭は１千万円規模だが、事務局を産業振興課だ

けでやっているのかが気になる。別の会社に事務局機能を委託しているのかど

うか。規模が大きくなればなるほど、行政だけでお金のやりくりを管理するのは

すごく大変だと思う。どのくらいのお金の規模にするかによって、組織体制も連



動してくると思う。 

事務局 

 そういう視点もすごく大事だと思う。 

Ｅ委員 

 理想的なことを言うと、国際芸術祭をするのはいいと思うが、まずは国際では

なくても、八尾らしさを出して、河内音頭まつりのような感じで、万博会場でも

やったが、八尾らしい河内音頭というところで、八尾らしさ、地域らしさを出す

からこそ、海外の人も目を向けてくれる。その地域独特の部分に興味を持ってく

れる。そこから国際芸術祭に移行していくという方がスムーズにいくと思う。最

初から無理に国際と付けてしまうと、地に足が着いていない感じになるので、地

域らしさを出すからこその良さを感じてもらって、それがいずれ国際的な動き

につながっていく形の方がいいと思う。国際というのは時期尚早ではないかと

感じている。 

Ｆ委員 

 国際を付けるか付けないかということで、まず、国際を付けると価値が上がる

のかどうか、自分自身ピンと来ていない。国際と付けば、海外の人が興味を持っ

たり、八尾の人が国際と付いているから見に行こうかとなったりするとはあま

り思えないので、言葉を選ばずに言うと、どちらでもいいのではないかと思う。 

 何が八尾らしいかという点について、中河内の八尾や東大阪と言えば、ガラが

悪いというイメージが先に来る。それはたぶん、人情が温かいというところも相

反することではなく、同じ方向性だと思う。この先、八尾をどんなまちに見せた

いかというのも、芸術祭で実現していけるのがいいのではないか。 

やおうえるかむコモンズのポータルサイトに、アーティストもお店も、いろん

な方が登録していただいているが、そういう仕組みも芸術祭を通じて次につな

げることができるよう、例えば、１回で終わるのではなく、ポータルサイトへの

登録者が増えることで、まちかどライブクリエイションにより多くのアーティ

ストが参加し、芸術を披露できるような足がかりになればいいのではないかと

思う。 

事務局 

 去年からこの議論を聞かせていただいている中で、海外のこのアーティスト

に来てもらいたい、みんなにこの人の作品を見てもらいたいという考えがある

のであれば、国際と付けてやるべきだと思うが、それがないのであれば、国際に

こだわる必要もないだろうと思う。タイトルが何であれ、海外の人が出ることも、

八尾在住の外国人の方が出ることも問題ないと思う。 

 進め方として、八尾らしさということで、ほかの芸術祭と違うところはどこか

というところを考えていけばいいと思う。 

 まちかどライブクリエイションは芸術祭のパイロット事業的な位置づけだっ



たと思うが、今のまちかどライブクリエイションの各会場の特性や参加アーテ

ィストの特性があると思う。音楽であれば、大平さんや山本義則さん、作家であ

れば、徳さん、山田廣之信さん、松本アキムさん、友井さんなど、色々なアーテ

ィストがいらっしゃることも八尾の一つの特性だ。また、会場としても、町工場

やお寺、畑など色々な場所で実施していることがまちかどライブクリエイショ

ンの特性だ。そういった、それぞれの会場やアーティストの特性を各自が考え、

次回、その考えてきたことを出し合えばいいのかなと思う。 

 タイトルにこだわりがなければ、内容や方向性を先に考えていけば、おのずと

形が見えてくるのではないかと思う。 

Ｄ委員 

 国際についてはどちらでもいいのだが、国際と付けると、名は体を表すと言う

ように、そういう要素を期待させてしまうところはある。内容を伴ったものにし

ないと、来られた方をがっかりさせてしまうことが一番いやだなと思うので、今

のままであれば、付けないほうが内容と名前が合っていると思う。 

 芸術祭全体のことで言うと、今年、下町芸術祭とくどやま芸術祭を見てきたが、

どちらもコンパクトにまとまっている。下町芸術祭は２駅くらいの範囲で集約

されていて、周遊しやすい設計がなされていた。 

 今、まちかどライブクリエイションでやっている会場は、結構距離が離れてい

る。これをどう設計していくか、考えないといけないと思う。例えば、近鉄八尾

駅周辺をメイン会場として、それ以外の会場は企画として連なってはいるが、サ

ブ会場という位置づけというのも考えられる。 

 また、くどやま芸術祭で、参加アーティストの渡邊加奈さんに話を聞いたが、

ディレクターの大西さんが全部色々なことを決めているのかと思っていたら、

そうではなく、大西さんはアーティストの手配だけをやっていて、まちのどこに

作品を飾るか、設営をどうするかというところは、事務局や市民で作るような実

行委員会がボランティアでやっている部分が大きいとのことだった。 

 この話を聞いて、実働をどうするのかというところはしっかり考えないとい

けないなと思ったのと、実際に頑張っておられる方が、外から見るとまったく見

えないというか、評価されないというのは、悲しいと思う。八尾でやるときには

そういう人たちもしっかり評価されるような、どうやって運営しているかがき

ちんと見えるような形にできるといいなと思う。 

Ｇ委員 

 名前についてこだわりはなく、後からついてきてもいいと思う。せっかく今、

まちかどライブクリエイションをやって３年目という過程があるので、その延

長線上として、集大成を数年に１回やるという方向付けであった方が、今までや

ってきたことが学びとなり、つながっていくという気がする。 

文化振興事業団 

 びわ湖ビエンナーレを見に行った。近江商人の町家を中心に展開されており、



徒歩圏内で行ける範囲での芸術祭だったことが印象的だった。ただ、沖島という

島にも展示があり、そこは歩きでは行けないところだが、ロケーションも含めて

見ごたえのある会場になっている。メインが町家周辺で、離れたところに２か所

会場がある。 

 八尾も、まちなかの市街地と高安山の山々の近くのエリアの２拠点に分けて

展開するというのもありではないか。今、空き家が問題になっており、どう交渉

していくかは課題だが、空き家を使った芸術祭的なものも、そこのエリアだから

こそ見ることができるものであり、対照的に、市街地だから見ることができるも

の、というようなそれぞれのエリアの特色を生かした、大阪市内でも奈良でもな

かなか見ることができないような特色、環境を活かしていくというのも考えら

れると思う。 

 前職の愛媛県東温市での地域おこし協力隊でも芸術祭に携わっており、アー

ティスト・イン・レジデンスなど色々やっていた。田園風景の中でパフォーマン

スすることもあれば、小劇場での演劇のパフォーマンスもあり、色々な地域独自

の芸術祭があると思うので、八尾でもそれができるのではないかと思う。 

 東温市の芸術祭では、方向性としてはアーティストの移住、移住促進というの

が大きく打ち出されており、そこで経済を回していくというのが大きかったの

で、文化庁というよりは、総務省のお金を取って行っていた。 

 八尾でやるのは芸術文化振興の芸術祭だと思うが、八尾には町工場もたくさ

んあるというところで、経済や産業とミックスしていく芸術祭という形があっ

てもいいと思う。 

事務局 

 遅れて申し訳ない。途中から聞かせていただいていて、国際をどうするかとい

う話もあるが、今日のように、皆さんが考えを述べる中で、１つずつ決めていく

必要があると思う。国際と名前が付くと、どうしても、どれだけすごい芸術祭を

するのかというイメージがあったので、個人的には国際という言葉はいらない

と思っていた。考えていく中で、海外からの芸術作品やアーティストが来られる

といったことが出てくれば、そこで議論してもいいと感じている。 

 案件４の中で、組織体制は実行委員会という形で皆さんご理解いただいたと

いうことが話の中で出ていたかと思うが、その他のテーマやコンセプト、期間も、

今のまちかどライブクリエイションのようにやっていくのか、もっと日にちを

絞るのか等、早いうちに詰めていくことで、芸術祭の名称も皆さんの考え方があ

る程度同じ方向を向く中で決まっていくのではないか。 

 今後もあまり時間はないが、今日のようにいろんな意見を交わす会議体とし

て進めていただければありがたいと思うし、その中で 2028年に向けて決めてい

ければいいと思うのでよろしくお願いする。 

Ｈ委員 

 タイトルに関しては、国際となると、皆さんがおっしゃっているように、海外

からアーティストに来ていただかないといけないということがあるかもしれな



いし、八尾にはたくさん海外の方が住んでいらっしゃることや、やおうえるかむ

コモンズの「アートをまたぐ、まちをつむぐ」という言葉から考えると、地元に

住んでいらっしゃる方にも参加していただけるように、「みんなの芸術祭」のよ

うな、親しみやすい感じにすれば、老若男女、誰にでも参加していただけるので

はないかと思う。 

事務局 

 国際を付けるとハードルが上がると思うので、まちかどライブクリエイショ

ンで、市民の方がたくさん近鉄八尾駅前の広場に来てくださったように、もっと

市民の方が参加しやすく、なおかつ、八尾の文化や特色を身近に感じられるよう

な芸術祭にできたらいいと思う。 

Ａ委員 

 国際を付けるかどうかより、Ｂ委員がおっしゃったように、中身やコンセプト

がすごく大事だと思う。規模感については、音楽のステージで言うと、１千人を

超えるキャパになると、ステージを組むだけでも 100 万円かかる。夏にコネコ

レロックという音楽フェスを天保山で実施したが、ステージ１基当たり 100 万

円かかっている。 

 ただ、ちゃんとしたコンセプトがあれば、持っている機材を使って、ステージ

を何か所も組むことも可能で、やりようはあると思っている。 

 僕の中で、大きなフェスのイメージは、ミュージシャン目線で言うと、いつか

あそこに出たいと思えるようなところであればいいと思う。例えば、身近なとこ

ろで言うと、ミナミホイールや高槻ジャズフェスティバルのメインステージに

立てたらすごいことだし、そこに立つためにみんなが日々頑張る。そういう場所

に、この芸術祭がなればすごくいいと思う。 

この芸術祭がどんなフェスになって、フィナーレがどうなるかわからないが、

例えば、八尾の工場が作った櫓型の 360 度ステージで、最後に天童よしみが歌

った後に、２千人のお客さんが河内音頭を踊り狂うというようなものになれば、

いつかあれに関わりたいと思ってもらえるようなイベントになるのかなと思う。 

芸術で一旗上げたいと思っている若者に、いつかあそこに出たい、あそこで音

楽を演奏したいと思ってもらえるようなイベントになればいいと思う。 

Ｉ委員（zoomのチャット機能より） 

 国際としてしまうとハードルが高く、八尾市の芸術にあまり興味のない方は

来られないと思う。もっと親しみのあるネーミング、例えば「えだまめ芸術祭」

や「おせっかいアートフェスタ」のような、べたな方がいいと思う。 

 また、単回開催ではなく、複数開催するのであれば、最初に花火を上げるより、

少しずつでも大きくなる方がいいと思う。 

事務局 

 今日は、皆さんからたくさんのご意見をいただき、ざっくばらんに話ができた。 



時間も来たので、いったんここで会議を終わろうと思う。来月以降も、３月ま

での間で、八尾ならではの芸術祭の開催に向けたロードマップを作成するとい

う目標があるので、皆さんで話し合っていきたいと思う。 


